
２πｒ通信（２０２６年７月号） R8/7/18 海老名精神保健福祉促進会「２πｒ」 

  

本日午後は、第８回オープンダイアローグ学習会。 

今回は市の後援もいただきました。約 50 名の参加者をお迎えし 

「講師、渡邉さんのお話」「仲間参加のデモンストレーション」 

「全員で聴く・話すの練習」等のプログラムが企画されています。  

参加者の皆様のお役に立つ会になりますように、願っております。 

 

［報告］ 

＊休会中のＴさんより２πｒにご寄付を頂きました。感謝していただきます。  

    

「親亡き後の子のマネープラン」の学習会が、福祉会館で 6 月 13 日に行われました。 

  参加者 55 名（2πｒ14 名）   アンケート結果と会計報告） ⇒回覧で回します。  

  アンケートでは「とても良かった」と「まあよかった」と合わせ、94％の参加者から 

  好意的な評価を得ることができました。親亡き後の経済的なことを「具体的に考えな

ければ」という意識も高まったようです。今後私たちは「この学習会をどう生かし、

発展させるべきか」2πｒの皆さんからご要望、ご意見をお聞きしたいと思います。  

 

＊6/29（月）さくら会バスハイクご「甲府市桔梗信玄餅工場見学、ハイジ村散策」2 名参加 

＊2026 年度 2πｒ市への要望書を、連合会を通して提出しました．  ⇒右ページ 

［予定］ 

＊8/11（火）イオン黄色レシートキャンぺーン（ショッパーズプラザ於）お買い物よろしく 

＊8/15 (土）10：00～12:00 有志によるオープンダイアローグ学習会 第１会議室  

 

 ＊厚木保健事務所主催 家族と当事者の教室 アミュー厚木ミュージックルーム 

 第 1 回 9 月 30 日（水）14:00～16:00 「心と身体を楽にする食生活の工夫」  

 第 2 回 11 月 16 日（月）14:00～16:00 当事者 3 名によるパネルディスカッション 

                      要申し込み ➡チラシ参照 

 

＊10/17（土）フレッシュ厚木バスハイク「甲府方面、ブドウ狩り」参加者募集 

参加希望者（                           ） 

 

８月 8 日（土） 定例会と学習会 

定例会      10:00~12:00  福祉会館 第１会議室 

井上雅裕氏の講演   13:00:~15:30  福祉会館 第１会議室 

 



 

2πｒ、2026 年度「2πｒ」市への要望書     

  

１、 精神障がい者に対する福祉タクシー券（2 級）の交付存続を 

２πr では、現在、海老名市内に精神科病院がないので、他市に通院している当事者が

ほとんどです。その中には精神症状のため外出時に公共交通機関の利用が難しい者もお

り、また多くの家族が高齢になり自家用車を手放しております。そういう状況の中、こ

のタクシー券交付は大変ありがたい施策と感謝しておりました。ところが、市は来年度

（令和 9 年）より 1 級はそのまま据え置き、2 級のみ交付を廃止する方向で検討してい

ると伺いました。 

2πｒ内で、昨年度の 2 級当事者のタクシー券利用状況をアンケートにより調べてみ

ました。市内在住の 2πｒ内の 2 級当事者は 10 人。その内 9 人が通院やその他の外出時

に頻繁にタクシー券を使用しているという結果でした。そして９家族すべてが本人の精

神安定上の意味でも、物価高の中交通費補助の意味でも、今後も 2 級精神障がい者への

タクシー券交付存続を強く要望しております。再検討をよろしくお願いいたします。  

 

2.   市内の、精神障がい者や引きこもっている人たちのために、アウトリーチ（訪

問）支援ができるような体制を構築してください。 

海老名市には現在、「障がい福祉課」「びーな‘ｓ」「障がい者サポートセンター」「生活

支援課」その他、相談支援窓口が数か所あり、心の不調を抱える引きこもりや病気の当事

者・家族の悩みや困り事の相談を、電話や対面で行っています。それらの相談支援機関に

は、アウトリーチ（訪問）支援についても、必要に応じて既に行っていただいています。 

しかし、自分から積極的に相談窓口に電話をかけたり、窓口まで足を運んだりできない

精神障がい者やひきこもりの方たちが市内にたくさんいます。そういう人たちのために、

ぜひ、市としてそれぞれの支援窓口が密接に連携し合いながら、電話や対面の相談支援に

加え、アウトリーチ支援を積極的に行っていただきたいと強く要望いたします。  

  

３、市内に精神障がい者が入居可能なグループホームの増設を  

近年海老名市内にも精神障がい者が入居できる障がい者向けグループホーム（以下 GH）

が少しずつ増え、2026 年 5 月現在、10 ヶ所になりました。しかし、まだ需要に対し供給

が追いつけていません。ちなみに２πr の例を挙げますと、現在６名が GH で生活してい

ますが、全員市外の施設を利用しています。精神障がい者の場合、親と同居の当事者がほ

とんどです。今後、団塊世代の親の高齢化に伴い、親の病気や死亡で同居が困難になるケ

ースはさらに増えていくでしょう。しかし、単身、自宅やアパートなどでほとんど支援を

受けずに自立して暮らせる当事者は、ほんのわずかと見込まれます。このような状況の下、

今後 GH の入居希望がさらに増えると思われます。ぜひ、市が関係機関に働きかけるなど、

GH 増設推進に取積極的に取り組んでください。 


